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歳
入
は
自
主
財
源
が
40
．３
％

　
歳
入
（
図
１
）
で
は
、
市
が
自
主
的

に
収
入
す
る
自
主
財
源
が
40
．３
％
、
国

や
県
の
基
準
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
る
依

存
財
源
が
59
．７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、
全

歳
入
の
26
．１
％
を
占
め
、
39
億
１
，

３
５
６
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
は
、
地
方
交
付
税
が
全
歳

入
の
28
％
と
な
る
42
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
市
債
は
４
．３
％
の
６
億
４
，

０
３
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
は
社
会
保
障
関
係
費
が
増
大

　
少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
関
係

費
、
子
育
て
支
援
関
係
費
、
老
朽
化
が

進
む
公
共
施
設
の
更
新
経
費
な
ど
、
今

年
度
も
引
き
続
き
多
額
の
経
費
が
必
要

で
す
。

　
歳
出
を
目
的
別
（
図
２
）
に
見
る
と
、

社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
に
伴
い
、
民

生
費
が
全
体
の
40
．８
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
い
で
公
債
費
が
10
．９
％
、
総
務

費
が
10
．２
％
、
教
育
費
が
９
．
３
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
（
図
３
）
に
見
る
と
、
昨
年

度
と
比
べ
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保

育
給
付
事
業
な
ど
に
よ
り
補
助
費
等
が

５
億
６
，１
０
９
万
円
（
31
．９
％
）、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
開
始
に
伴
い

 まちの 予 算
今年の一般会計予算は 149 億 9,400 万円で、過去最大となっ
た昨年度に次ぐ予算規模です。（前年度比４億 300 万円減、２．６％減）

本年度 前年度比
一般会計 149 億 9,400 万円 △ 2.6%

特
別
会
計

国民健康保険 38 億 4,200 万円 8.5%
後期高齢者医療 4 億 4,230 万円 6.6%
介護保険 42 億 2,020 万円 4.1%

小計 85 億 450 万円 △ 10.6%

公
営
企
業

会
計

水道事業会計 16 億 2,330 万円 5.1%
下水道事業会計 20 億 7,670 万円 ー

小計 37 億円 139.7%
合計 271 億 9,850 万円 2.8%

注１　前年度の特別会計予算は農業集落排水および公共下
水を含む。

注２　下水道事業会計は今年度から新設したため、前年度
比の記載なし。

用語解説
◇一般会計…高齢者福祉や児童福祉、保健衛生、道

路整備、ごみ処理、学校教育、消防などに使うお
金をまとめたもの

◇特別会計…一般会計と切り離して特定の事業ごとに
経理する予算。保険税や保険料など特定の収入で
事業を実施する

◇自主財源…市税や使用料など、市が自主的に収入
する財源

◇依存財源…国や県の基準に基づき定められ交付さ
れる財源。主に地方交付税や市債、国県支出金が
ある

◇地方交付税…全国どの市町村に住んでも一定水準
の行政サービスが受けられるよう国から交付される

◇市債…市が国や金融機関などから借り入れる資金
◇公債費…市債を返済するための経費
◇総務費…財産管理、戸籍、選挙事務などに要する経費
◇教育費…学校教育や生涯学習、文化・スポーツ振

興などに要する経費

一般会計

149億 9,400 万円
特別会計　85 億 450 万円

公営企業会計　37 億円

令和２年度

市税 26.1%
39億1,356 万円

国庫支出金 12.7%
19億78.6 万円

県支出金 7.8%
11 億7,696.4 万円

地方消費税交付金 5.1%
7 億6,900 万円

市債 4.3%
6 億4,030 万円

その他 1.8%
2 億7,170 万円

自主財源…60 億 3,525 万円

使用料・繰入金等
14.2%

21億2,169 万円地方交付税 28.0%
42億 円

依存財源…89 億 5,875 万円

公債費 10.9%
16億3,323.8 万円

総務費 10.2%
15億3,780.8 万円

教育費 9.3%
13 億9,055.8 万円

衛生費 8.9%
13 億3,738.9 万円

土木費 8.8%
13 億2,602.2 万円

農林水産業費 4.5%
6 億7,731.9 万円

その他 2.6%
3 億7,642.8 万円

民生費 40.8%
61億1,571.7 万円

消防費 4.0%
5 億9,952.1 万円

扶助費 18.7%
28億283.9 万円

補助費等 15.5%
23億1,921.2 万円

物件費 15.4%
23億1,384.2 万円

公債費 10.9%

16億3,322.8 万円

繰出金 7.7%
11 億6,106.8 万円

投資的経費 5.5%
8 億1,697.3 万円

その他 3.8%
5 億6,809.4 万円

人件費 22.5%
33億7,874.4 万円

人
件
費
が
７
億
５
，４
６
１
万
円（
28
．８
％
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
庫
の

整
備
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
投
資

的
経
費
が
８
億
７
，
１
４
１
万
円
（
51
．

６
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
関
係
事
業
が
企
業
会
計
化

　
医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
伸
び
に
よ

り
、
今
年
度
の
特
別
会
計
予
算
の
規
模

は
計
85
億
４
５
０
万
円
で
す
。

　
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
及
び
公
共

下
水
道
特
別
会
計
は
、
長
期
の
安
定
経

営
を
目
的
に
特
別
会
計
か
ら
企
業
会
計

へ
移
行
し
ま
し
た
。
水
道
事
業
会
計
と
新

設
し
た
下
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

企
業
会
計
の
予
算
規
模
は
37
億
円
で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
田
窪
工
業
団
地
の

整
備
に
伴
う
配
水
管
布
設
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
当
初
予
算
よ
り
７
，９
５
０
万
円

増
加
（
５
．１
％
増
）
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
会
計
は
、
特
別
会
計

か
ら
の
移
行
に
よ
り
新
た
に
発
生
し
た

減
価
償
却
費
な
ど
の
経
費
を
加
え
た
、

20
億
７
，６
７
０
万
円
の
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
事
業
等
に
つ
い
て
は
、「
市

民
向
け
予
算
書
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

当初予算の主な取り組み 単位：万円
＜みんなが元気になる健康福祉のまちづくり＞
新 産後ケア事業 ４４
新 児童発達支援事業所の設置 １００
新 子育て世代包括支援センター事業 ２９７
継 とうおん健康医療創生事業 ５９８
新 生活困窮者等就労準備、家計改善の支援 ７７２
＜安全で快適な社会基盤のまちづくり＞
継 スマートインターチェンジの整備 １７，２７７
新 自転車活用推進計画の策定 ５１０
新 前川堤防線整備の調査（道路改良事業） ９００
新 防災アプリの導入 ３３３
新 消防団の施設整備事業 ６２５
＜創造性と活力に満ちた元気産業のまちづくり＞
継 南吉井地区ほ場整備事業 １６５
新 森林経営管理事業 １，３６１
継 「SAKURAselect」創出事業 ４３８
新 重信川サイクリングロードの活用 ３５
新 工業団地整備計画の策定 ７８１
＜心豊かに学びあう文化創造のまちづくり＞
新 北吉井小北校舎附属棟トイレ改修 １，７３８
継 小中学校外国語指導助手派遣事業 １，９５２
新 地域と学校の連携・協働活動の推進 １７０
新 適応指導教室の運営 ７７２

新 オリンピック・パラリンピック関連
行事、マスターズ開催事業 ２９９

＜みんなでつくる協働・自立のまちづくり＞
継 タウンミーティングの開催 １１３
継 アートヴィレッジとうおん構想の推進 ２，１６０
新 マイナポイント利用環境の整備 ４２６
新 公有財産個別施設管理計画の策定 ８８１
新 第 2 次総合計画（後期基本計画）の策定 ６８１

令和２年度まちの予算

注１

注２

図１　歳入図２　歳出（目的別）図３　歳出（性質別）

継…継続事業　新…新規事業


